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令 和 4 年 1 0 月 1 7 日  

九 州 地 方 整 備 局 

山 国 川 河 川 事 務 所  

 

Ｈ２４九州北部豪雨から１０年 山国川流域フォーラムを開催します 

「未来をつくる流域モデル」－防災×景観×まちづくりの融合－ 

 

大洪水からの１０年を多方面から振り返り、近年の生活や観光形態の多様化等を踏ま

えた、災害に強く、流域の魅力を活かした、これからの地域づくりの戦略を流域一体

で考えます。 

 

■主  催：山国川河川事務所・大分県・中津市 

 

■開催日時：令和４年１１月６日（日）１４：００～１６：３０（１３：３０開場） 

 

■開催場所：中津文化会館大ホール（大分県中津市豊田町）※YouTube配信あり 

 

■開催内容：テーマ「山国川の原風景から流域の未来を考える」 

      ①防災上の取り組み 

      ②景観・観光上の取り組み 

      ③今後の展開、中長期的対応に向けて（キックオフ） 

      ※詳細は添付資料をごらんください。 

 

■そ の 他：本フォーラムは、（一社）建設コンサルタンツ協会 CPD 登録対象プログラムです。 

パネルディスカッションを来場聴講された方のみ認定を受けることができます。 

      （WEB受講は対象外） 

 

      ＜問い合わせ先＞ 

国土交通省 九州地方整備局 山国川河川事務所 

電話：０９７９-２４-０５７１（代表） 

   事業対策官  熊谷 隆則（くまがえ たかのり） 

   建設専門官  延吉 友子（のぶよし ともこ） 

 

 



未来をつくる
流域モデル
防災×景観×まちづくりの融合

中津文化会館大ホール 入場無料
定
員800名

2012年九州北部豪雨から10年山国川流域フォーラム

パネルディスカッション

コーディネーター

◆鶴成 悦久 氏／大分大学減災・復興デザイン教育研究センター長・教授

◆上西 昭子 氏／brise de lune（ブリーズ・ドゥ・ルンヌ）
◆福田 まや 氏／星庭 代表・テンポラリ耶馬溪 代表・アートディレクター・デザイナー
◆山守 巧 氏／NPO法人水辺に遊ぶ会事務局長
◆奥塚 正典／中津市長
◆田中 修／大分県中津土木事務所長
◆中元 道男／国土交通省山国川河川事務所長

◆近藤 真平 氏／一般社団法人あまみら代表理事
◆久恒 雄一郎 氏／久恒山林株式会社代表取締役社長

パネリスト

『山国川の原風景から流域の未来を考える』
２０１２年７月九州北部豪雨により山国川・耶馬溪地域を濁流が襲いました。
その後復旧・復興は進みましたが、気候変動の影響により今後さらに大きな洪水も危惧されます。
豪雨災害から１０年が経過したこの機会に、名勝耶馬渓をはじめ美しい渓谷美を誇る山国川流域の魅力を再認識するとともに、
災害に強く元気で活力ある中津・耶馬溪の未来に向けた「新たな流域モデル構築」について皆さんで考えてみませんか。

ビデオメッセージ

※プログラムの詳細は、裏面を参照ください。

（受付13:30～）
14:00～16:30
2022年11月6日●日

会 場

時 間

日 時

主　催 国土交通省山国川河川事務所／大分県／中津市
CPD登録対象 本フォーラムは、パネルディスカッションを聴講されることにより（一社）建設

コンサルタンツ協会からプログラム認定を受けることができます。

問い合わせ先 国土交通省山国川河川事務所調査課 0979‐24‐0571

YouTubeのLIVE配信の視聴方法

〇スマートフォンの方はQRコードから

〇パソコンの方は、以下のURLから
　https://youtu.be/PwSkxrcQdng

防災関係パネル展示

VR体験（災害）ブース

同時開催（※開催内容は予定）

CPD登録対象
プログラム

（一社）建設コンサルタンツ協会

（Web受講は対象外）



I プログラム 1 
14:00 開会挨拶（中津市長奥塚正典） 16:25 閉会挨拶（大分県中津土木事務所長田中修）

14:05 趣旨説明・課題提起（山国川河川事務所長中元道男） 1s:30 I 閉会

14:15 各パネラ ー より話題提供
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15:05 ●バネルディスカッション
●ビデオメッセ ージ

杵築市出身 ・ 在住。
大分県内の 災害対策技術支援、
防災 ・減災教育などに従事。
近年携わった主な災害は、平成29
年7月 九 州 北部豪雨（日田市）、
平成30年 4 月耶馬 渓町金吉土砂
災害、令和2年7月豪雨（日田市）

大分大学減災· など。
復興デザイン教育研究 GIS（地理情報システム）やドローン
センター長・教授

な ど最新技術の活用 ・ 普及のほか、
鶴成悦久氏 専門の海岸藁境工学を通して森林

から川 と海をつな ぐ研究にも取り
組んでいる。
天ヶ瀬温泉復興まちづくり計画策定
に専門家チームの一員（防災担当）
として参画中。

パネリスト 中津市出身・ 在住。
水辺に遊ぷ会は「中津干潟」の名付け
親で、1999年から20年以上、海·
川・池等で生きもの観察会や生きも
の調査、ピーチクリーン、漁業体験、
お魚料理教室等を開催。

NPO法人水辺に遊ぷ会 中津の水辺で、遊んで、学んで、自然
事務局長 の大切さをお話 しする活動を続け

山守巧氏 ている。
九州河川協力団体山国川流域世話
人 として、九州 各地の川仲間 との

交流にも取り組んでいる。

パネリスト
山国川関係では、防災業務 ・危機管
理等を指揮するほか、上水道水源
として山国川を利用。
今回のフオーラムでは観光、文化財、
地域振興、まちづくりな ど、様々な

側面か ら 山国川流域 との関わ りに
中津市長 ついて語る。

奥塚正典

パネリスト 中津市耶馬渓町出身。2009年実家

II をリフ
ォームし北九州

か
ら耶罠渓lC

2014年Uターン。2010年より茶房
福釆朗を週末ピザ屋 として 開業、
2013年よりひな祭り笑覧を開催。
2018年カフェbrisedeluneと

民泊福来朗を開業。
brise de lune 2 0 2 1 年l 0 月登録有形文 化 財
（プリーズ・ ドゥ ・ルンヌ） 「平田邸」隣工場跡、1日平田郵便局で

上西昭子氏 [aid stock bazaar」を企画・開催。
平田集落に人々が集う場所を作りた
い思いで活動中。
大物猟を専門とした猟師として月の

半数を山で過ごす傍 ら、中津耶馬漢
観光協会の理事 として地域振興にも
取り組んでいる。

ビデオメッセ ージ 埼玉県出身日田市在住。國地域おご
し

協 力隊と
して

の任務

終了後、天ヶ瀬温泉街の川沿いに
カフェをオーブン。
直後、2020年7月に天ヶ瀬温泉を
襲った水害により店舗内部がほぽ

近藤真平氏（左上）と 流失。
あまみらの皆さん 以降、水害か ら の復興 と温泉街の

繁栄を目指す「天ヶ瀬温泉未来創造
一般社団法人 プロジェクト」を立ち上げるとともに、あまみら代表理事

近藤真平
「それ でも川が好き 。 」のキャッチ

氏 フレーズを掲げ、宿泊 と多彩な食の

楽 しみの提供や川遊び体験な どの

社会実験にも取り組んでいる。

バネリスト

大分県中津土木事務所長

田中修
山国川の上流（耶馬渓町柿坂から山国町）や支流を管理し、
砂防事業なども行う。
国道212号、メイプル耶馬サイクリングロードの管理、中津
日田道路の建設事業を実施中。
次世代を担う「建設人材」を確保・育成するための産学官連携
組織「BUILD OITA」にも関わる。

三中津文化会館大分県中津市豊田町14-38 Tel.0979-24- l l 55 （代表）
【お願い】会場および会場周辺の駐車場には台数に限りがありますので、できるだけ公共交通機関をこ利用ください。
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奈良県 出身。関西 ・東京で の広告コ- ―・-̀ •
行秤店●守打 ゞを経て、2012年に
中津市耶馬渓町に移住。移住直後の

九州北部尿雨災害の2日後に、ポラ
ンティアセンター「やばポラ」を立ち
上げ。全国からの100人近い参加者
と下郷地域の被災者支援に奔走。

星庭代表 その 後は、本業のデザインに専念、
テンポラリ耶馬漢代表 県内各地のデザインに関わる。
アートディレクター

2021年に地域振興団体〈テンポラリデザイナー

耶馬渓〉を立ち上げ、翌年2月、開通前
福田まや氏 の高速道路を期間限定で ホテルに

変身させた「耶馬渓トンネルホテル」
を企画•開催。
耶馬渓の楽 しさを都市部に繋げる
活動を続けている。

ビデオメッセ ー ジ 中津市出身在住。

西

耶
馬

漢
の 山林で杉や旨を育

てな

が ら、問伐材などを活かしたアロマ
商品 の 製造・販売ブランド「六月
八日」を営む。
ァロマ商品の開発や販売を通じて

若者の雇用を生み出し、東京な ど
久恒山林株式会社 消費地 と生産 地 である耶 馬 渓を
代表取締役社長 つなぐワークショップを開催する等、

久恒雄一郎氏 森林への関心を高める活動に取り
組んでいるほか、 中津 耶馬漢観光
協会が行う体験ツアーや中津ゆかり
の版画家武田由平展などを通して、
地域の魅力を世代を超えて伝える
活動にも力を入れる。

バネリスト

国土交通省山国JII河川事務所長

中元道男
山国川の中下流（河口から耶馬渓町柿坂）、 耶馬渓ダム・平成
大堰を管理。
河川改修工事のほか、河川空間とまち 空間が融合した良好な

空間形成を目指す「かわまちづくり」、小学生な どへの防災・
藁境教育などにも取り組んでいる。

[CPD受員証明量発行をこ希望のかたは、事前参加串し込みにこ協力をお鼠いしますl
◎事前参加申し込みは右記メールアドレスヘ所属•氏名•連絡先を記入して送信してください。

E塁国
qsr-yamakuni@mlit.go.jp 

1お問い合わせ先※電話でのお問い合わせは土日祝日を除く。9時～17時まで

◆国土交通省山国川河川事務所調査課 ◆大分県中津土木事務所企画調査課 ◆中津市排水対策課
Tel.0979-24-057 l （代表） Tel.0979-22-21 l 0 （代表） Tel.0979-22- l l l l （代表）

CPD曼1111厨●発行について 一般社団法人建設コンサルタンツ協会 CPDプログラム認定：2．21単位 CPD受讀証明書発行をさ希望の方は、本番当日、会場受付にてお受け取りください。
※証明書発行は｀本フォーラムのパネルディスカッションの会場での聴講が必須条件です。 WEB受嗣の畢合は、発行いたしません。

mailto:qsr-yamakuni@mlit.go.jp

	R4_ 記者発表様式22101402
	221017記者発表（最終案）
	R4_ 記者発表様式22101402
	221017記者発表（最終案）
	221106流域フォーラムチラシ（最終版）
	山国川流域フォーラム_omo_09
	山国川流域フォーラム_ura_10






